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実質ゼロ改定に怒り
　　　　　　－在宅 ・介護への誘導ますます強く

　協会は４月からの診療報酬・介護報酬改定を前に、県下各地で診療

報酬改定研究会を開催。医科歯科合わせて 25会場に 3,191 人が参加

した。北阪神支部でも医科研究会を 22日にいたみホールで、歯科研

究会を 25日に伊丹シティホテルで開催し、会員、職員ら合計 181 人

が参加した。

　今次改定率は、総枠で 0.004％プラスだが、別枠での長期収載医薬

品引き下げを考慮すれば、実質マイナス 0.06％の改定となる。前回

引きげられた再診料は据え置きされた。医科は在宅、介護への流れが

一層の強化され、歯科は

これまで据え置かれてい

た基礎的技術料が幅広く

引き上げられたが、引き

　　　　　　　　　　　　　上げ幅はわずかで依然低く

　　　　　　　　　　　　　抑えられている。

　会場では診療報酬引き上げとあわせ、患者の窓口負担

軽減や消費税増税反対などを求める請願署名への協力が

呼びかけられ、57筆が集まった。

※『保険診療便覧』は各医療機関に 1部ずつ
　　　　　　　　　ゴールデンウィーク明けに発送します。

協会ホームページで『2012 年度診療報酬改定特集』掲載中！！
厚労省Ｑ＆Ａや、今年度の診療報酬改定に関するよくある質問も掲載しています。 http://www.hhk.jp/

2012 年診療報酬改定研究会

( 上・医科 ) 中井支部長が司会を、脇野副支部長
が講師を務めた
( 下・歯科 ) 川村副支部長が講師を務めた。

満員となった医科会場 (3/22・いたみホール )

新点数テキスト　追加注文　受付中

今次診療報酬改定のポイントをまとめた『点数表改
定のポイント』（医科）、『2012 改定の要点と解説』（歯
科）をお届けしております。

『点数表改定のポイント』（医科） 『2012 改定の要点と解説』（歯科）
追加１部 2000 円 追加１部 1000 円

追加ご注文・新点数等お問い合わせは、
☎ 078 － 393 － 1803（医科）、☎ 078 － 393 － 1809（歯科）まで
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職員接遇研修会を開催

参加者からの声参加者からの声

参加者どうしで会話のロールプレイをする様子

　北阪神支部は４月 21 日、恒例の職員接遇研修会をいたみホールで

開催。「接遇の基本とクレーム対応」をテーマに、大手前短期大学准教

授の水原道子先生が講演し、医療機関のスタッフ 62人が参加した。

　研修では、あいさつや受付での対応、電話対応の仕方、クレーム対

応をケーススタディを交えて紹介したほか、参加者同士によるロール

プレイも行った。講師は、「窓口での接遇が医院のイメージを左右する。

接遇とは、患者さんのために、医院のために何ができるか考えること」、

「患者さんに安心感をあたえる一言が大事。病気に不安をかかえた患者

さんの立場にたった接遇を心がけよう」と呼び

かけた。

　またクレーム処理について、苦情を受けたら

「人をかえる」「場所をかえる」「時間をかえる」

の 3つの原則を強調し、「決して一人で抱え込

まず、集団的に初期対応することが肝要」、「業

務改善への提案と受けとめることも必要」とし

た。

　参加者からは、「自分の窓口対応を見直す良

い機会になった。すぐに実践したい」「院内で

の業務改善に役立てたい」など感想が出された。

患者さんにとって安心できる存在に

◆担当事務局交代のお知らせ　
４月から北阪神支部担当の事務局が下記のように変更となります。
今後とも、よろしくお願い申し上げます。

（担当）吉永・小川　→　（担当）　駒ヶ嶺 ( ｺﾏｶﾞﾐﾈ）・小川

日　　時　５月20日 (日 )　　議　　事　13時～　協会会議室

特別講演　15時 30分～　県農業会館 11Ｆ

テ ー マ　「益川敏英が語る　気骨の平和主義」
講　　師　ノーベル物理学者　益川敏英　先生
　　　　　名古屋大学素粒子宇宙起源研究機構長・特別教授

　　　　　京都大学名誉教授。京都産業大学益川塾塾頭。

　　　　　2008 年、ノーベル物理学賞受賞

資 料 代　500 円（協会会員）／ 1000 円（一般市民）

お申し込み・お問い合わせは、▲ 078 － 393 － 1801 まで

第 81 回評議員会　兵庫県保険医協会

◆北阪神支部の会員数と組織率
　　３/1現在　医科 317 人（70％）、歯科 161 人（51.2％）　

◆医療をめぐる情勢と運動対策
　　診療報酬改定、消費税増税問題と医療界のゼロ税率要求などについて議論しました。

◆当面の支部活動
　　丹波焼体験　５月 27日 ( 日 )14 時～　サンシティ伊丹　

◆次回の幹事会
　　５月 10日 ( 木 )14 時 30 分～伊丹市立商工プラザ４Ｆ研修室Ｂ　　　　　　　　　　

　　会員の先生方はどなたでもご参加いただけます。

　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 駒ヶ嶺・小川まで　　　

３月１日（木） 於 ・いたみホール　参加：６人

第 296 回幹事会だより

講師の水原先生

・どうしても忙しくてイライラして患者さんに接してしまうことがあったが、明日からは笑顔で患者さん
にとって安心できる存在になれるよう心がけようと思った。（介護師、経験：9年）
・日頃患者さんに無意識に思っていることを認識できた。忙しいけれど、まず患者さんの気持ちになって
対応することの大切さがわかった。（事務、経験：2年）
・患者さんに気を配ることでクリニックの評価にもつながることをとても実感できた。（看護師、経験：7年）
・基本をあらためて勉強させていただいた。“やさしさを身につける” という言葉がとても新鮮だった（介
護師、経験：3年）
・患者さんに対しての意識が変わった。接遇にキャリアは関係ないので、私もプロとして自覚を持って患
者さんに接していきたい（事務、経験：3カ月）
・とても楽しくてわかりやすくて時間があっという間に感じた。忙しさで忘れがちな基本を再認識できた
（事務・3カ月）
・クレームの話は医療機関で働いた経験のある先生の実体験がとても参考になった。日々の心がけで “ク
レームの芽を摘む”というお話は、今までクレーム対応ばかり気にしていた私にはとても勉強になった（事
務、経験：1年）
・まだ働き出して３カ月だが、すでに２回もクレームの場面を見ることがあった。クレーム処理の三原則
のお話はとても参考になった。いかにクレームの芽を摘むための日頃の努力が大切か、あらためて感じ
ることができた。（事務、経験：1年）


